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セミナーの様子 

3) 実施概況 

 中南米の生産者達の中にも利益向上のために直売の方法を模索しているところが数多くある。過

年度の訪日研修でも農産物直売のテーマを組み込みいれてきた。しかしながら、帰国した研修生

がいざ各地で道の駅のような農産物直売所を作りたいと思っても容易ではなく、農産物直売所の

運営形態について理解を深めたいという要望があった。今回のセミナーでは、千葉県にある鎌ヶ

谷房の駅での農産物直売所における販売管理や陳列、販促POPなどの取組を紹介してもらった。 
 鎌ヶ谷房の駅は平成31年度事業の本邦研修でも訪問しており、その販売システムには関心が高か

った。オンラインセミナーということで店舗の様子を実際に見てもらうことはできないが、教材

動画の中で店内の雰囲気や店内各所にある販促の工夫を見ることができるように心掛けた。 
 セミナーを通して、農産物直売所には、立地条件や顧客層に合わせた仕入れが重要であること、

さらに価格の設定・宣伝・販促・生産者への支払などの運営の仕組みを紹介してもらい、参加者

の疑問点に答えてもらった。 
 
4) 講師所感 

 教材動画の中では、生産者との農産物の受け取りや、販促方法の工夫などについて説明をした。

さらに地産地消や店舗のコンセプトが伝わるように心掛けた。 
 セミナーでは生産者らしい視点で、生産計画や規格外農産物の扱い、生産者の募集・販売条件に

関する質問があり、可能な範囲で回答をした。さらに在庫管理や消費者へのPR方法など、実施す

ることを実際に検討しているような質問もあり、真剣さを感じた。 
 

5) 研修生所感 

 販売方法の新しいビジョンとして、可能性は十分にある取組だと思う。いかに生産者と協力しあ

って新しいビジネスを展開していくのかが重要なポイント。 
 民間の道の駅があるということを知らなかったので、興味深かった。以前から道の駅には関心

があり、近い将来近所の農家と協力してつくろうと思っている。コロナ禍で農家が農産物の販

売をどう変化させているのかを意見交換していきたい。 
 日本では成功例のあるビジネスモデルですがいざブラジルで展開しようとすると税金問題などが

立ちはだかると思われる、しかし地域の農家を助ける仕組みは非常に有益だと感じている。税金、

物流などの課題が山積みだが、ブラジルでこのようなビジネスモデルを展開して地域の生産者を

潤したいと考えている。 
 ブラジルでも民間の道の駅は十分に可能性があると考えている。そのためには生産者が販売委託

方法について容認する必要がある。しかし小規模農家や農協にとっては大きなビジネスチャンス

だと考える。成功の鍵となるのは拠点をいい立地の場所に構え、販売する商品そしてそれを作っ

ている生産者をよく選ぶこと。まだまだ房の駅の仕組みについて知りたいことが沢山ある。例え

ばどのように商品を納入しているのか、房の駅から出る商品は売り上げか廃棄処分の判別をどの

ようにしているのか。また房の駅に商品を置くのに最低限の条件があるのか、あるいは生産者が

品質、パッケージの種類を定めているのかなど。 
 房の駅の運営が、質問等を通して、具体的によくわかり、とても参考になった。 商品の販売価

格は、販売者側が決めるものと思っていたが、生産者が決めるということが印象的だった。自
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分自身は加工したものを、商店等に委託販売しているので、今後の参考になった。学んだこと

を他の加工生産者の方にも伝えて意見交換をしていきたい。CAISYとしては、現在のところ業

種として、加工品を扱っていないが、一次産品を米粉や果実等の加工品など、何らかの形で加

工品にできないか検討している。 
 販売方法の工夫が実に面白い。生産者などの写真や手作り感満載の宣伝が生産者と消費者を近

づけて温かみがあるように思える。また食の安全の認可があることで経営者も安心して食品を

提供できるのだろう。房の駅の全体的の仕組みを理解し、ブラジルと日本の税金や物流体制の

違いが認識できた。ブラジルでも直売の市場は増え始めているので、この情報は新しいビジネ

スの展開に大いに役立てるのではと思っている。 
 

 
③ 果樹栽培技術 

1) 基本情報 

講師 浦田 昌寛（元 JICA シニアボランティア、元熊本県果実農業協同連合会指導員） 
期間 令和 2 年 12 月 17 日（木）8:00-9:30 
場所 オンライン方式（Zoom） 
参加者 日系農業者：合計 39 名（ブラジル 26 名、アルゼンチン 2 名、パラグアイ 3 名、ボリビア

2 名、コロンビア 1 名、メキシコ 2 名、不明 3 名） 
関係機関：合計 1 名（JICA） 

内容 講師は熊本県果実農業協同連合会で 32 年間勤務し、その後 JICA シニアボランティア等で
10 年以上の海外指導をしてきた。南米各地の果物産地を訪問しており、栽培方法について
も見識が深い。セミナーでは果樹農家から挙げてもらった質問に回答をする相談室のよう
な形式で、専門的な栽培技術について学ぶ。 

 
2) 参加者 

ブラジル(26) ABJICA (1)、APPC 農協(4)、Bank Vision USA (1)、Castanheiras 農場(1)、Kamino 農場(1)、
サンジョアキン農協(1)、サンフランシスコバレー文化スポーツ協会(1)、ノバアリアンサ農協

(1)、モジダスクルーゼス農村組合(1)、ラーモス文化協会(7)、兵庫県ブラジル事務所(1)、南伯

ピラールドスル農協(1)、自営業(1)、農業技師(1)、自営業(1)、不明(2) 
アルゼンチン

(2) 
AgroArgentinaJapon(1)、ハルディンアメリカ生産者組合(1) 

パラグアイ(3) コルメナアスンセーナ農協(2)、個人(1) 
ボリビア(2) サンフアン農協(1)、不明(1) 
コロンビア(1) フルーツアンデス社(1) 
メキシコ(2) iAgroS 社(1)、元 JICA 職員(1) 
不明(3) 不明(3) 
関係機関(1) JICA ブラジル(1) 

 

  
セミナーの様子 

 
3) 実施概況 

 講師は通算で10年に及ぶ南米で温帯果樹の指導経験があり、特にブラジルのピラールドスルでは8
年に亘って指導をした結果、富有柿はその生産量が指導前に比べ倍増し、欧州や北米カナダ向け

に輸出できるまでに成長した。現在、ピラールドスルはブラジルの高級フルーツの産地として知
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られている。2020年にはJICA 理事長賞を受賞した。そのような経緯から、果樹生産者から要望

があり、セミナーを開催することとなった。 
 他の日本側講師によるセミナーとは異なり、事前に動画教材を用意することはできなかったが、

果樹生産者が栽培における困りごとを質問する相談室のような設定とし、相談事を事前に受け付

けた。当日は熊本県の名産であるデコポンの温室ハウスを会場とした、臨場感のあるセミナーと

した。 
 講師はほとんどのセミナー参加者と面識があり、さらに生産者の地域には指導に歩いていたため、

状況をよく把握していた。さらに参加者の生産者との深い人間関係が構築されていることが伺え、

指導員として信頼を得ていたことが感じ取れた。 
 参加者からの事前の質問には、フザリウムやネマトーダの制御方法、樹勢維持の方法、接ぎ木の

方法など、専門的な質問が多く出ていたが、現場を見れないながらにもこれまでの経験から考え

られる対策を丁寧に案内した。参加者の農場の土壌や気候、樹齢なども記憶しており、遠隔とい

う条件でこれ以上ないくらいの指導を実施したと思われる。 
 各国の参加者が様々な相談事を持ち掛けていることは、講師を心から信頼していることの表れで

あり、本セミナーにより困り事やその対策について専門家に直接聞ける機会は果樹生産者にとっ

て非常に貴重な機会であったと思われる。この一度に限らず、定期的な勉強会のような形で開催

をする価値があるように見受けられた。 
 
4) 講師所感 

 11月中旬に準備を開始し、12月17日にセミナー実施という準備期間の短い中ではあったが、中南

米の果樹生産者の相談に応えるという点では目的を達することができたように思う。会議室では

なく、デコポンを栽培しているハウスからセミナーをするという試みも、参加者にとって面白味

があったのではと思うが、デコポン果実の試食・糖度調査などをすればよかったいうのが反省点。

しかしながら、南米にいた際に訪問した方々と久し振りに再会できたことに感動を覚えた。 
 参加者からの質問を事前に聞いていたため、限られた時間内で回答することができた。専門的な

内容も多く、現場を訪問しているわけではない以上、想像で答えざるを得ないところもあったが、

自分の知識の中から伝えるように努めた。 
 

5) 研修生所感 

 素晴らしい研修コースだった。講師の経験・知識から教えてもらい、ほとんどの答えは我々の

日常にあると言うことを理解した。各国での情報交換や交流の重要性が明らかになったと感じ

ている。 
 基本が大事であるということを再確認した。今までの管理方法に疑問を感じていたが、自信を

持って続けていきたい。 
 果樹栽培における新しい品種と情報がとても良いと感じた。 
 JICAブラジル事務所で民間連携事業を担当しているが、中南米日系人農家の方々の日頃の悩

みや課題について知る事が出来た他、浦田専門家からの南米で有望な品種の紹介が非常に参考

になった。浦田専門家からは、JICAシニアボランティアや専門家派遣の要請のアイデアを挙

げて頂いていたが、民間連携でも出来る事を考えたい。 
 まだまだ技術的に未熟なところや時代に乗れていないことが先生の指摘を受けて改めて分か

った。土作りが基本との考えをもとに、木炭や客土を入れて地力改善に努めたい。 
 落葉直前の桃の木にボルドー液を散布することによって病気を抑えることができることを、今

年の収穫時に検証することができた。今回得た知識を実証し周りの生産者にも伝えたいと考え

ている。日本の果樹栽培の知識を知るために、できるのであれば年に2回ぐらい浦田先生を交

えてオンライン研修を希望する。 
 非常に興味深い研修コースだったが、1種類の栽培方法について焦点を当てた方がもっと有意

義なものになったのではないかと感じた。 
 




